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公共工事の競争参加資格審査の概要
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経営事項審査

（許可行政庁に申請）
総合評定値（Ｐ）

競争参加資格審査

客観的事項の審査

（経営事項評価点数）

主観的事項の審査

（技術評価点数等）
＋

総合評定値（Ｐ）＝0.35Ｘ1＋0.10Ｘ2＋0.20Ｙ＋0.20Ｚ＋0.15Ｗ

Ｘ1：工事種類別年間平均完成工事高

Ｘ2：自己資本額・職員数

Ｙ：経営状況分析

Ｚ：技術力

Ｗ：その他の審査項目

（決算期毎に申請）

※公共工事の入札に参加しようとする
者は経営事項審査を受けなければな
らない（建設業法第２７条の２３第１項）

利
用

最高点：１９２５点

最低点： ３３３点

資格審査申請

（公共工事の発注者）

（２年に１回の申請）

総合点数を算出し、点数に応じて等級別登録
（格付け）を行い、有資格者名簿を作成。



経営事項審査
完成工事高（Ｘ1）及び技術力（Ｚ）を許可業種別に審査し、業種別に総合評定値（Ｐ）を算出

それぞれの審査項目は、平均７００点となるよう設定

審査項目 最高点／最低点 ウェイト

Ｘ1 完成工事高（許可業種別）
最高点：2,616点
最低点：580点

０．３５

Ｘ2
自己資本額／完工高
建設業従事職員数／完工高

最高点：954点
最低点：118点

０．１０

経営状況 Ｙ

①収益性
②流動性
③安定性
④健全性

最高点：1,430点
最低点：0点 ０．２０

技術力 Ｚ 技術職員数（許可業種別）
最高点：2,402点
最低点：590点

０．２０

その他の審査項目
（社会性等） Ｗ

①労働福祉の状況
②工事の安全成績
③営業年数
④公認会計士等の数
⑤防災活動への貢献の状況

最高点：987点
最低点：0点 ０．１５

総合評定値 Ｐ 0.35Ｘ1＋0.10Ｘ2＋0.20Ｙ＋0.20Ｚ＋0.15Ｗ
最高点：1925点
最低点：333点

項目区分

経営規模

経営状況（Ｙ）

①収益性：売上高営業利益率・総資本経常利益率・キャッシュ・フロー対売上高比率

②流動性：必要運転資金月商倍率・立替工事高比率・受取勘定月商倍率

③安全性：自己資本比率・有利子負債月商倍率・純支払利息比率

④健全性：自己資本対固定資産比率・長期固定適合比率・付加価値対固定資産比率



競争参加資格審査（国土交通省直轄工事の場合）

２年に１回定期の一般競争資格審査を実施
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【国土交通省直轄工事における例】

工事種別 等級 契約予定金額

Ａ ７億２千万以上

Ｂ ３億以上　７億２千万未満

Ｃ ６千万以上　３億未満

Ｄ ６千万未満

一般土木工事

平成１７・１８年度発注標準関係（全地整・一般土木工事）

【国土交通省直轄工事における例】

工事種別 等級 総合点数

Ａ 2,191～

Ｂ 1,620～2,190

Ｃ 937～1,619

Ｄ ～936

一般土木工事

平成１７・１８年度工事種別等級（関東・一般土木工事）

「経営事項評価点数」：「技術評価点数」＝５：５ 一般競争は経営事項評価点数１２００点以上が要件

なお、地方公共団体等では、経営事項評価点数のみを利用している発注者の他、技術評価点数のウェートを低く設
定する発注者が多い。


